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コストを抑えつつ高精度な音声操作を
白物家電、 住宅設備などのさまざまな機器に搭載可能に
音声操作と表示機能に絞り、２層基板化を実現した小型リファレンスボードを提供

音声でさまざまな操作を行えるAI スピーカーが注目され、またカーナビやスマートフォン、スマートウォッチなど、音声で操作する機器が
増加している。こうした流れもあって、近年では白物家電、住宅設備機器などにも音声で操作する機能を搭載したいというニーズが
高まっている。東芝デバイス＆ストレージでは、ApP-Lite™ TZ2100 と高精度な音声認識や高圧縮な音声通知を実現するミドル
ウェアと組み合わせることで、これまで以上にコストを抑える方法を確立させることができた。

　近年、生活家電や住宅設備機器などの機能が高度化し、操
作が複雑になりがちだ。そして日本を含む多くの国で高齢化が進
むなどしており、これまでになく「人にやさしい機器」へのニーズが高
まってきている。この、「人にやさしい」を実現するポイントの1つとし
て注目されるのが、音声を用いたヒューマン・マシン・インタフェース

（以下、音声HMI）により機器を操作する技術だ。音声HMIは
AIスピーカーをはじめ、カーナビやスマートフォン、スマートウォッチな
どを通じて人々にとって身近な存在になりつつあり、その点からも白
物家電などより多くの機器への普及が期待されている。
　とはいえ音声HMIを実現するには、さまざまな人物が発する言
葉を解釈するなど、比較的複雑な処理が必要だ。これまで白物
家電などに組み込まれてきたマイコンでは、十分な認識精度や不
満を感じさせない応答速度を実現することが難しかった。
　もちろん、高性能なアプリケーションプロセッサや大容量のメモリを
搭載すれば容易に実現できるが、その分のコスト増は無視できな
い。音声処理をクラウドサービスに委ねる方法も考えられるが、そ
のサービス費用の問題、白物家電の製品寿命に対するクラウド
サービスの将来性の懸念、さらにはインターネット接続に伴うコスト
増やセキュリティ面の不安など、より多くの課題を伴う。

　そこで、東芝デバイス＆ストレージでは、スタンドアローンの白物
家電などに音声HMIを低コスト*1かつ容易に搭載できるよう外付
け部品を極力少なくし、「ApP  L i t e™（App l i ca t i on  
Processor Lite）TZ2100シリーズ（以下、TZ2100）」を単体
で処理できるように環境を整えている。
　TZ2100は、Arm® Cortex®-A9コア（動作クロック
300MHzまたは600MHz）をCPUに採用、1MBのワークメモリを
内蔵することにより、外部メモリなしで汎用OSや各種ミドルウェア
を動作させることが可能だ。また表示機能として、2Dグラフィックア
クセラレーターやLCDコントローラー、多彩な外部インタフェースを
備えている。
　TZ2100のソフトウェア環境としては、京都マイクロコンピュー
ター、IARシステムズ、Sohwa & Sophia Technologies、横
河ディジタルコンピュータの各社との連携により、開発ツールなどの
サポートを提供。音声HMI関連に限っても、東芝の研究開発部
門が開発している音声検出ミドルウェア「Voice Trigger」、東芝
デジタルソリューションズが開発・提供する音声合成ミドルウェア
「ToSpeak」のほか、株式会社CRI・ミドルウェアのサウンド再生ミ
ドルウェア「かるイイ音（かるいいね）」や省回路型高出力サウンドミ
ドルウェア「D-Amp Driver（ダンプドライバー）」など、多彩なミド
ルウェアに対応する。
*1︓従来製品から６層基板→２層基板、外付け部品削減(DRAM/　
AudioCODEC削減)により40%コスト削減を実現しています。（当社調べ）

ApP-Lite™ TZ2100シリーズと
多彩なミドルウェアで音声HMIを実現

白物家電、住宅設備機器への搭載も
期待される音声HMI
精度とコストのバランスに課題
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　このうち特筆すべきは、Voice Triggerの存在だろう。計算量や
メモリフットプリントが非常に小さい上に、ノイズに強く誤検出も少
ない。応答速度は0.1秒以内（当社測定値）と、かなりの高速化
を実現しており、組み込み用音声検出ミドルウェアとして非常に優
れた存在だ。東芝グループのさまざまな技術力が、TZ2100 音
声HMIを支えている。

　そして東芝デバイス＆ストレージは、TZ2100を用いたリファレン
スボードも用意している。TZ2100のリファレンスボードとしては現
在、「RBTZ2100-1MA」と「RBTZ2100-6MA」の2種類が提
供されている。
　このうちRBTZ2100-6MAは「音声HMI開発スタータキット」と位置
付けられたものだ。用途を音声HMIやLCD表示に絞ったことで部品
点数の大幅削減を実現し、基板サイズ68.58mmx53.34mmと
小型化、しかも2層のシンプルな基板でリファレンスボードを構成し
た。SDKとしてVoiceTrigger、かるイイ音およびD-Amp Driver
を中心とした音声関連のミドルウェア群が用意されている。
　フル機能版として位置付けられている「RBTZ2100-1MA」が
LinuxなどのOSに対応しているのに対し、RBTZ2100-6MAで
はOS非搭載、音声HMI実現のためのミドルウェアも非常に軽量
なものを採用することで、十分な音声認識精度を確保しつつも計

算量およびメモリのフットプリントを大幅に削減、外部DRAMを不
要にしたのだ。しかも、TZ2100のCPUパワーを使って音声処理
もソフトウェアで処理を行う事で、オーディオコーデックなどの外付け
部品なども不要としている。
　白物家電などのメーカーは、こうしたリファレンスボードを活用する
ことで、より迅速に、そして開発コストや製品コストの増加を抑えつ
つ、音声HMIなどの機能を製品ラインアップに取り入れ、差別化
に役立てることができる。すでに数多くのメーカーで評価や検証が
進められており、早いものでは2019 年第一四半期にも
TZ2100音声HMIソリューションを搭載する製品が市場に登場
する予定となっているという。音声HMIなどによる白物家電などの
差別化は、今後さらに進むことだろう。出遅れないためにも、実際
のデバイスに触れて活用を検討してみてはいかがだろうか。

最新スタータキットでは
DRAMレスで音声HMIが可能に

「RBTZ2100-6MA」では搭載機能を絞ることで、低コスト・コンパクトを実現した
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音声HMI開発スタータキット「RBTZ2100-6MA」
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